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沼田　育男 議員 一般質問

熊
本
地
震
に
み
る
命
を
救

う
避
難
所
の
運
営
つ
い
て

停
電
時
の
避
難
所
で
は
電
気

と
水
の
確
保
こ
そ
避
難
者
の

命
を
左
右
す
る
。
本
市
で
の

対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
防
災
備
蓄

倉
庫
に
は
発
電
機
を
配
備
し

て
い
る
。
水
に
つ
い
て
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水
の
備

蓄
と
協
定
に
基
づ
く
事
業
者

か
ら
の
支
援
や
、
他
自
治
体

へ
の
給
水
車
出
動
要
請
に
よ

り
、
確
保
を
図
る
。

被
災
地
で
は
改
め
て
災
害
用

井
戸
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
も
指
定
避

難
所
の
敷
地
内
へ
の
設
置
を

強
く
要
望
す
る
が
市
長
の
見

解
は
。

市
長　
災
害
用
井
戸
の
新
設

は
国
の
災
害
時
地
下
水
利
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
性
を

考
慮
し
つ
つ
、
入
念
な
調
査

を
行
い
、
周
辺
地
域
へ
の
影

響
に
配
慮
し
な
が
ら
慎
重
に

検
討
す
る
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
被
害
状
況
に
つ
い
て

直
近
3
年
間
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
。

経
済
環
境
部
長　
令
和
5
年

に
市
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、

桜
や
ハ
ナ
モ
モ
に
被
害
が
多

く
、
6
年
度
が
3
本
、
7
年

度
が
2
1
0
本
、
8
年
度
は

8
月
現
在
43
本
で
農
作
物
へ

の
被
害
や
倒
木
に
よ
る
人
的

被
害
は
な
い
。

被
害
拡
大
を
防
ぐ
具
体
策
に

つ
い
て
。

経
済
環
境
部
長　
広
報
結
城

や
市
H
P
に
対
応
を
掲
載
。

公
共
施
設
は
対
象
樹
木
の
巡

視
、ネ
ッ
ト
巻
き
や
薬
剤
で
の

防
除
を
実
施
す
る
ほ
か
捕
殺

し
た
外
来
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
10

匹
の
持
ち
込
み
に
対
し
、
記

念
品
等
を
渡
し
て
い
る
。ま

た
、職
員
対
象
に
実
技
講
習

を
実
施
し
た
。

民
有
地
の
樹
木
に
も
被
害
が

出
て
い
る
が
、民
有
地
へ
の
支

援
と
し
て
薬
剤
散
布
、ネ
ッ
ト

巻
き
、伐
採
と
焼
却
処
分
等
の

サ
ー
ビ
ス
や
、市
独
自
の
対
策

や
報
奨
金
の
創
設
を
検
討
し
、

そ
の
根
絶
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　
国
・
県
の

対
応
方
針
と
動
向
及
び
近
隣

自
治
体
の
状
況
や
専
門
家
の

意
見
も
踏
ま
え
、
本
市
に
適

し
た
市
独
自
の
支
援
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
甚
大
！

市
独
自
の
対
策
と
報
奨
金
の
創
設
を

次の外来生物こそ
水際でくい止めたい！

沼田　育男
（ぬまた やすお）
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※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。


